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新事務所のお知らせ 

 先月のトリコロールに掲載した通り事務所

が移転されましたので詳細をお知らせしま

す。 

■ 住所 神奈川区白幡町 2-11 

■ 電話番号 045-633-4567 

■ FAX     045-633-4577 

 活動エリアに事務所が近くなりましたので

何かあった際にはお立ち寄りください。 

大会・公式戦結果 

Top 

<県リーグ＞ 

vs フットワーククラブ       1-0 ○ 

vs VERDRERO港北       2-1 ○ 

Youth 

<県 U-18 リーグ＞ 

vs 市立高津高校          1-2 ● 

vs 百合ヶ丘高校          1-1 △ 

vs 新羽高校              1-1 △ 

Junior Youth 

＜U-13 リーグ＞ 

vs リトルジャンボ SC        0-5 ● 

＜U-15 リーグ＞ 

vs ＢＡＮＦＦ横浜          1-5 ● 

vs 横浜いずみ FONTENSE 0-14 ● 

小 6 

<国際チビっ子＞ 

vs 山王谷 SC            1-2 ● 

vs アローズ SC           1-2 ● 

小 4 

<国際チビっ子＞Ａチーム 

vs 西本郷 FC            6-0 ○ 

vs 元石川 SC            7-0 ○ 

vs 三保小                1-2 ● 

vs 富岡 SC-B             1-4 ● 

vs 原 FC-B               1-0 ○ 

vs 鉄 FC                 7-0 ○ 

<国際チビっ子＞Sチーム 

vs 飯島 FC               6-0 ○ 

vs FCビッツ               0-7 ● 

Papas 

Ｃｏｍｐ                

【四十雀 2部】 

vs 秦野四十雀             2-1 ○ 

vs 平塚シニア FC40         1-0 ○ 

vs 神奈川県庁             1-2 ● 

Rec                       

【四十雀４部】 

vs 平塚シニア FC6540       0-1 ● 

vs Tsujiko FC               1-3 ● 

  今、グラウンドでは･･･ 

Top 

県リーグ終了 

 トップチームは県リーグ戦を 2 試合行いま

した。その2試合とも相手チームが優勝がか

かる試合、あるいは関東社会人大会にかか

わると言う試合でした。 もちろん、かながわ

クラブ TOP チームも得失点差によってはか

ながわクラブも 2 位に入って関東社会人サ

ッカー大会に出場できる可能性もありまし

た。 

 10 月 5 日のフットワークとの試合は、台風

も大雨の中の試合となりましたが、両チーム

の選手とも力を振り絞って戦い、1－0 で勝

利しました。 

10月 12日の最終節は、VERDORERO港北

とリーグ戦を行い、かながわクラブが 7 点差

をつけて勝利すればかながわクラブが関東
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社会人へ、VERDORERO 港北は勝ち、また

は引き分け以上で関東社会人へいける試

合でしたが、かながわクラブ TOP チームは

序盤から積極的に試合を運び、もしかしたら

7 点以上取れるかも．．．．という展開だった

のですが、結果的には 2－1でかながわクラ

ブ TOPチームの勝利でした。 

最終結果はあと一歩のリーグ3位と言う結果

に終わりましたが、昨年の優勝から後退した

ものの県リーグの上位で戦えるという自信を

つけたシーズンでした。また、リーグ得点王

に 2 年連続かながわクラブから松本選手が

選ばれたことは誇れることだと思います。 

 今シーズンも、大勢のサポーターの方々

に応援をいただいて、TOP チームも選手な

らびにスタッフ一同、感謝しております。この

後も、市民大会ならびに県リーグカップなど、

公式戦が目白押しです。これからも TOP チ

ームの応援よろしくお願いいたします。 

   （中本 洋一） 

Youth 

 10 月に行われた神奈川県 U-18 リーグの

最終 2 試合は、2 引き分けでした。両試合と

も勝てない相手ではなかっただけに非常に

悔やまれる引き分けとなりましたが、今まで

大差で負けることの多かったことを考えると

徐々に内容もよくなってきています。さらに

上を目指すためには何が必要か。勝てる試

合を確実に勝ち切るためには何が足りない

のか等を選手それぞれが考え、普段の練習

から取り組んでいきましょう。11 月からは神

奈川県クラブユースリーグがスタートします。

選手個人としても、チームとしても明確な目

標を設定し、一戦一戦成長していけるように

取り組んでいきましょう。 

 (豊田 泰弘)                 

Junior Youth 

  プロのサッカーチームであれば、ポペイ

ロといった用具係がユニフォームの準備や

スパイク磨きなど、選手をサポートしてくれま

す。 

しかし、アマチュアチームの中学生年代に

そんなサポートはなく、すべての準備を選

手たちで行わなければなりません。 

そんな時、率先して行う選手と、うまく紛れて

適当にさぼる選手と別れてきます。 

備品の準備なども「誰かがやるだろう」と人

任せにすると、結局誰も準備していなかった

りということがおきます。 

そんな行動がサッカーに関係するのかと

いうと、関係してきます。 

普段の行動がガサツな選手はプレーも適当

で、自分がミスをしたり、サポートの必要な

状況でも、「誰かがやってくれる」と人任せの

プレーをします。 

また、適当なことをやっていても誰も注意

せず、それを見逃すことはチームとしての成

長はなく、最終的には崩壊するでしょう。 

サッカー選手として成長し、少しでもハイレ

ベルなステージのサッカーを目指すのであ

れば、技術練習などの努力だけではなく、

普段の生活行動などを見直しましょう。 

どんなにサッカーが上手い選手でも、いい

加減な奴は消えていきます。 

サッカーの底辺でプレーし続けるのであれ

ば、見直す必要はありませんが。 

どちらを選ぶかは本人次第です。 

(高田 成典) 

小 6 

 国チビは残念ながら 1勝も出来ずに予

選リーグ敗退となりました。勝敗については

監督である私の責任であるところが大きい

です。やり方次第ではもう少し勝点を取れた

かもしれませんが、チームとしてどうすれば

いいかを子供たち自身で見つけて欲しかっ

たことと、今取り組もうとしていることを何故

必要なんだろうか？を感じて欲しかったから

です。 

今後は年末の横須賀カップ、年始の県大

会を目指すこととなります。11人制になり、8

人制の時より流動性が低下してしまう状況

の中、自分達のアクションのなさや、ポジシ

ョニング悪さや、ちょっとしたパスのズレで、

チームが停滞してしまうことを充分感じてく

れたと思います。 

これからは、どうやったら相手を崩せる

か？どうやったら相手を剥がせるか？結局

は 1対 1のドリブルであっても、周りの人間

がどう絡むか？ボールを持っている味方に

選択肢を増やすことが出来るか？選択肢を

増やすことで相手 DFの体の向きを変えさ

せられたか？出足を遅くさせることが出来た

か？ボールを持っている選手にスペースを

作ってあげることが出来たか？シュートコー

スを作ってあげられたか？今後はそのような

ことも常に意識しながらプレーできたら劇的

にサッカー選手として変われると思います。 

 大会後、初の全員練習では皆良いプレー

を出していました。ただ上記のようなことを考

える選手は殆ど見られませんでした。そうで

す、いきなり出来る訳がないのです。ですの

で、今後は試合や練習で以下のことを意識

しながらプレーを選択する様にこころがけて

みてください。 

① センターの選手が前を向いた際にサイ

ドにいる選手はより良い状況でなかっ

た場合、ダイアゴナル(斜めに横切る)

に走ることを意識する 

② GKからのサイドでボールを受ける場合

の受け方(身体の向き、ファーストタッチ、

受けるスペース)を意識し、ビルドアップ

（ボールとチームを同時に押し上げて

いく）の機会を逃さないこと 
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③ ②の状況で DFと GKがパスをしている

際、センターではエントレリネアス(ライ

ン間に入る動き)を意識すること。 

→これがないとどうなるかな？苦い経

験をしているよね？ 

④ 最低でも(トライアングルの)3人の動き

をお互いが意識し、その状況から、ス

ペース認知やプレー選択をすることを

意識すること。 

→「味方の動きによって状況はどうなっ

た？」⇒「だからこのプレーを選択し

た？」 

→「味方の動きによって相手は次どうな

ることを予想し準備してる？」⇒「相手

の裏かいてこのプレーを選択した？」 

こう考えるとサッカー選手って大変だよ

ね？いろんなこと考えながら走らなけれ

ばなりません。だから大人になっても楽

しめるのかもしれませんね。笑           

（益子 伸孝） 

小 5 

 10月の後半になると気温が低い日もあり、

暖かい日との気温の差が大きくなってきて

おります。体調を崩さないようその日の天

候・気温から自分で判断しジャージやピステ

を 1 枚多く持って来たり、濡れたウェアのま

ま帰ると風邪をひくので着替えを持ってくる

等、極力自分で判断し調節し、体調管理し

ていけるようにしましょう。サッカーの荷物を

未だに保護者の方に準備してもらっている

人はいませんか。試合・練習に関わらず、そ

の日に必要なもの判断し荷物は必ず自分

で準備するようにしましょう。また、サッカー

に限らず普段の日常生活においても、身の

回りのことは極力自分で考えて決断し行動

できるようにしていきましょう。サッカー以外

の日常生活においても、自分でできることを

徐々に増やしていきましょう。サッカー以外

の場面においても今自分は何をすべきなの

かを自分で考え判断し行動できるようにする

ことは、必ずサッカーの場面でも生きてきま

す。自分一人でできることを徐々に増やして

いきましょう。 

 

(豊田 泰弘) 

小 4 

 【国チビを終えて】 

 S・A両チームとも 6試合ずつ戦い、Sチー

ムは 3勝 2敗 1分の勝ち点 10、Aチームは

4勝 2敗の勝ち点 12 という成績で全日程を

終了しました。時に困難に立ち向かいなが

ら、最後まで仲間とともに目標に向かってチ

ャレンジすることができた三日間だったと思

います。選手たちが目標に掲げていた決勝

トーナメント進出は、あと一歩のところでかな

いませんでしたが、春先と比べてもサッカー

の内容は格段に良くなりました。それだけに、

結果を残してあげることができず、選手たち

には申し訳ない気持ちでいっぱいです。 

大会期間中、保護者の皆様におかれまし

ては、試合会場での温かい応援をはじめと

して、早朝からの準備など、側面から選手た

ちをサポートいただきましてありがとうござい

ました。特に、当クラブが幹事チームを務め

た会場におきましては、お父様方のご協力

により円滑な運営を行うことができました。さ

らに、私たちコーチングスタッフが試合の準

備に集中することができたのも、審判部の皆

様のご協力があったからこそだと思っていま

す。この場を借りて、あらためてお礼申しあ

げます。本当にありがとうございました。 

かながわクラブでのサッカーは、まだまだ続

きます。早速、11 月にはマリノスのスクール

生との交流戦や 2 つの招待杯など、他チー

ムのサッカー仲間と交流できるチャンスが巡

ってきます。日々のトレーニングを通じて選

手たちの頭と身体を刺激し、これからも彼ら

の可能性を最大限に広げられるよう、一人

ひとりに合った助言に努めていきたいと思っ

ています。 

（鈴木 章弘） 

小 3 

 【新しい練習を始めました】 

 10 月から新たなトレーニングを始めていま

す。4人一組で 2人ずつに分かれ、１５m程

度の距離をとって向かい合い、お互いにドリ

ブルをスタートします。このままドリブルで進

むとぶつかってしまいますので、途中でフェ

イントを入れてすれ違います。すれ違ったら、

目の前に待機している人にパスを出し、そ

の人の場所に戻ります。ドリブル、フェイント、

パス、トラップという 4 つの要素が詰まったト

レーニングになりますが、基本的には、ドリ

ブルの姿勢（相手(の足)を見て）の練習とフ

ェイントをどのタイミングで仕掛けるのかを確

認することが主眼になります。勿論、相手の

ことを考えてのパス出しであったり、パスをき

ちんと次のプレーに結び付くように止めたり

することも大切です。しかし、あまり多くの要

素を詰め込んでも、どれも消化不良になっ

ては意味がありませんので、先ずはドリブル

をする際の正しい姿勢、フェイントのタイミン

グに重点を置いてトレーニングしています。 

【意識を持って】 

単純なトレーニングですので、自分自身

で意識をしないと、単なる暇つぶしに終わっ

てしまいます。どんなトレーニング(練習)でも

同じなのですが、何を意識するのかというと、

何のための練習なのかという「意図」です。

ドリブルの際にボールを見てしまうと前かが

みの姿勢になります。そうすると周囲の状況

が見られません。チャレンジしてくる相手の

足を見ながらフェイントの方向や種類を決め

ます。相手の足を見ていると正しい姿勢でド
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リブルができるようになります。 

 フェイントのタイミングも、自分のタイミング

で仕掛けても、相手とすれ違ったあとでは

遅すぎますし、フェイントを仕掛けた後です

れ違うようでは、早すぎるということが理解で

きないと意味がありません。そのタイミングの

ずれを、相手を見ながらどのタイミングで行

うのが最も効果的なのかを試行錯誤しなが

ら身につけていくのです。 

【次の次を考える】 

ゲームでは、次の次を考えることを課題と

して伝えています。ゲームではボール 1 個

につき 8 人制なら 16 人が、11 人制なら 22

人の子どもたちが関わります。しかし、ボー

ルに触れることができるのはたったの一人

です。目の前のボールのみしか視野に入っ

ていないと、所謂お団子サッカーになります。

低学年では、お団子サッカーはそれなりの

意味を持ちますが、そろそろ、卒業しても良

い時期かもしれません。 

 その見極めは、子どもたちの意識に因りま

す。ボールから離れて待っている子が出て

くること、混雑しているスペースにから離れよ

うとする動きが出てくることがポイントです。

言い換えれば、次のプレーを予測している

かどうかです。目の前の現象だけを追いか

けるのではなく、この後ボールはどう展開し

ていくのかを想像し、それに備えることです。

そうした子どもが増えてくれば、そろそろお

団子サッカーからは卒業できるはずです。

しかし、すぐにポジションを決めて…というこ

とにはなりません。サッカーでは、野球と違

ってポジションの持つ役割があまり固定され

ていませんので、理解力が未熟なうちにポ

ジションを決めてしまうとプレーの幅にも影

響しますし、子どもの可能性を狭める結果

に陥りがちです。 

子どもたちには「次のプレー、そして次の

次のプレーを考えて動きましょう」と伝えてい

ます。「考える」ことの習慣化はサッカーにお

いては不可欠です。確かに難しいことでは

ありますが、少しずつできる子も現れていま

すので、その子をお手本にし、真似をして

いけばよいでしょう。 

（佐藤敏明） 

小 2 

 市大会も終わり、市大会を通して感じたこ

とは、基本をしっかり身につけなければなら

ないと思いました。パス、シュート、ドリブル

は全て基本がしっかりしなければなりませ

ん。 

基本練習はつまらないし、飽きてしまいます

がサッカーをする上で一番大事なことなの

でこれから少しずつ取り組んでいきましょう。 

 (堀内 慶太) 

幼児・小 1 

 半年を経て、子供たち一人ひとりが個

人・グループ・全体での活動にとても慣れて

きました。コーチの指示・トレーニングの説

明をきちんと聞いて、繰り返し行ってきたトレ

ーニングメニューにも積極的に取り組んで

います。 

後半に入って「挨拶を大切にしよう！」と

伝えています。コーチは、開始・終了時に全

員と握手しながら、一人ひとりの表情、特に

目の輝きを見ています。子供たちには、「今

日も楽しくプレーしたい！」「コーチ、僕の

(私の)プレーをよく見ていてね！」の気持ち

を伝えられるように、コーチの目を見て握手

できるようになってもらいと思っています。コ

ーチからは、元気がなく、目を合わせない

子供にはたくさん声をかけて、雑念!?を忘れ

てプレーに集中できるように働きかけていき

ます。 

４月から一貫して、ボールコントロール向

上のためのトレーニングを行ってきました。

最も基本となるのは「ボールをとめる・ける」

の技術ですが、脚の筋力が未発達のため、

強く遠くまでボールをけることはまだできて

いません。それでも、この時期からインステ

ップ、インサイドに加え、アウトサイドで正確

にボールを扱うことを身につけることが重要

です。ボールを運ぶ(ドリブル)際には、足の

いろいろな部分を使って、ボールを動かす

速さ・コース・距離を変えられるようになるこ

と。特に、相手から遠い方の足(アウトサイド)

で相手をかわすプレーをどんどん身につけ

てほしいものです。 

ゴールを置いての１：１～４：４では、ボー

ルを奪われない・ボールを奪う・ゴールを狙

う・ゴールを守る、といったサッカーで最も重

要な場面を常に設定して、個人からグルー

プまで状況の中で、どこまで意識してプレー

できるかを見ています。「見ている」といって

も、何もコメントしないというわけではありま

せん。「GOOD！」の声は何度もかけていき

ます。「今のプレーはどういうことを考えてい

たのかな？」「こういうやり方もあるよね！」と

振り返ってもらうことやいろいろな選択肢を

もってもらうことはありますが、子供たちがさ

まざまな状況の中で、自分で考え、選んだ

プレーに対して「何やっているんだ！」「ちゃ

んとやれ！」などと怒鳴ることはしません。 

保護者の皆様にも、子供たちが自分で判

断して採ったプレーに対して、褒めることは

大いに褒めていただき、残念ながら失敗に

終わったプレーには｢次はもっとうまくできる

よ」「自信をもってやろう｣と暖かい目で見守

っていただきたいと思います。近いうちに親

子サッカーを行います。サッカーは自分で

プレーしてみると｢簡単そうに思えるプレー

が実際にやってみると案外難しいなあ｣｢子

供たちはいつもこんな難しいこと連続してや
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っているんだ！｣と感じることができます。こ

れこそ、保護者の皆様に気づいていただき

ことです。そして、ますますお子様のプレー

に感心して、熱い応援・励ましの言葉をどん

どんかけていただきたいと願っています。 

 

（浜野 正男） 

Papas 

 【Rec&Comp存立の危機その２】 

7 月号、9 月号に続いて再度この問題を

訴えさせてください。 

県シニアリーグ加入チームは、全日(おお

よそ 9:00から 16:30まで)利用できるグラウン

ドを 2 日間試合会場として提供する義務が

あります。しかしながら、かながわクラブから

加盟している Rec&Compの 2チームは、ここ

数年提供できておらず、県シニアリーグから

「始末書」の提出を求められるなど、リーグ

加盟の存続が問われています。 

 

どこかにグラウンドはありませんか？ 

私たちに日曜日に全日、貸していただけ

るグラウンドはありませんか？ 

特に Rec&Comp の皆さん！ 

Rec&Comp 存立の危機とお考えくださ

い。 

 

皆様のご出身の学校の学校開放とか、お子

様の学校とか、PTAの役員をやっていると

か、お勤めのあるいはお取引先の企業の運

動場とか、ありませんでしょうか。費用につ

いてもかなり用意があります。場合によって

は、Papas メンバーの職業上の専門的知識

経験を学校の総合の時間で提供することも

できますし、Papas総動員での草取りなどの

奉仕活動もご提供できます。どうか、どこか

にこんなグラウンドがあるという情報を是非

Papas スタッフまでお寄せください。心から

お待ちしています。 

                 (茅野英一) 

ヨーガ（水曜日クラス） 

「野菜作りに挑戦！」 

あんなに暑かった夏が過ぎ、秋です。急に

涼しくなりました。 

外で作業をするのも気持ちの良い季節で

す。 

そこで、前から気になっていた「野菜作り」に

挑戦してみることにしたのです。 

今までも、ベランダでこぢんまりとトマトやゴ

ーヤ、パセリ、バジルなどを育ててきました。

でも、今回は１００坪超もある畑を使ってみ

ないかと声をかけていただいたのです。そこ

で、今回は、かなり本格的にやってみること

にしました。 

広い畑なので、耕すのも大変です。友人数

名とともに、一生懸命がんばりました。肥料

を撒くのも一苦労。農家の仕事って本当に

大変ですね。台風の大雨で、どうなることか

と気をもみましたが、なんとか、いまのところ

順調です。 

蒔いた種が芽を出し始めています。可愛い

くて仕方ありません。年末に向けて、いろい

ろ育てたいと思います。それを使って鍋を

作って、みんなで食べる。目下の私の楽し

みはこれ。美味しい鍋をみんなでつつくこと

を目指して、時間を作っては、せっせと畑仕

事に精を出しています。 

 (伊藤 玲子) 

ヨーガ（金曜日クラス） 

 「断食会」 

 週末にお休みを頂いて、千葉県鴨川市に

ある釈迦寺の断食会に参加してきました。 

心身のメンテナンスに、半年に一度くらいの

間隔で参加させて頂いています。釈迦寺の

影山住職は、ヨーガというものを初めて教え

て下さった方です。奥様の妙蕙さんは、伊

藤玲子先生も熱心に取り組まれているイン

ドの伝統的医学、アーユルヴェーダをお寺

で実践されています。 

お昼に玄米・野菜の味噌汁や煮物など、マ

クロビオティックのお食事を頂き、翌日のお

昼まで断食します。断食の間は白湯やハー

ブティーをよく飲むようにして、デトックス効

果を促します。住職について、ゆっくりとヨー

ガや瞑想をしたり、アーユルヴェーダのオイ

ルマッサージをして頂いたり。時間はあっと

いう間に過ぎ、あとは寝るだけです。次の日

の朝は６時から読経、７時からヨーガ、住職

や奥様から色々なお話を伺ったり、皆でお

しゃべりしているうちにお昼になり、玄米の

お粥を頂いて終わります。 

断食会に参加して帰ってくると、身体が整え

られて軽くなるだけでなく、普段、自分がど

れだけ落ち着きなく、雑に過ごしているか痛

感させられます。そんな心の状態も、リセット

しに行っているのだと思います。 

 

（中川 有香） 
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幼児・小学生クラブ員入退部 

今月はなし 
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かながわクラブ・クラブ員専用の掲示板です。クラブからの重要

なお知らせが記載されますので、まめにチェックしていただけると

早く正確に情報が伝わります。 

http://8610.teacup.com/kanagawaclub/bbs 

 

 

 

☆ハンドブックについて☆ 

携帯で見られるように作成いたしました。下記の URLをクリックしてご覧下さい。 

クラブの理念や指導方針、各種手続き方法、注意事情、スタッフの紹介など重

要な情報満載です。是非ご一読下さい。 

http://www.kanagawaclub.com/HB/ 

youji_shougakusei.html 
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本誌ご持参の方に限り、一部商品を除き、2割引となります。 

※有効期限：2014年 12月 6日(日) 
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